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１．はじめにー問題のありかー 
 授業が始まるというのに、準備が整わずどうすればよいかとパニックにな
るという経験は、どの教師にもあることかもしれない。なんの心配をせずに授
業に臨めるようになるまでには、それ相応の時間を費やすことになるが、授業
に対応できるという自信を作ってくる過程には何があるのだろうか。 
日本語教員養成プログラムに関わるようになった自分を振り返ると「はる
ばる遠くに来たものだ」という表現にたどりつく。自分の話すことばが日本語
教育界の人々の間では通じても、〈ふつうの日本人〉には伝わらない、いつの
間にか違う場所に来てしまったような感覚である。ノンネイティブに日本語
を教えるという日本語教育そのものに携わっていた時にそういう思いはよぎ
りもしなかったが、教師業の終盤になったここ10年余り、大学教育の中で2000
年前後生まれの日本人と出会うことで、自分が一つの職業に就いてその道を
進んできたという事実を逆説的に感じさせられる。何をもってそういうのか
は具に分析はできないが、多分、職業生活の中で経験してきた諸要素が、今の
自分を形作っているということは推察できる。 
中でも最も強く感じるのは、言語観、言語教育観の違いである。外国語教育
はもちろんだが、第一言語に関する認識は今の大学生とはかなりのずれがあ
る。筆者が大学生の時も、あんなだったのだろうか。いや、自分が大学生の時
は外国語として日本語を学ぶ学び方など耳にも目にもしたことはなかった。
大学生だった頃と現在の自分とでは大きく異なるのだ。目の前にいる大学生
は、実は昔の自分でもある。自分を日本語教師にしてきたものは一体何だった
のだろうか。受けてきた教育、働いた職場、出会った学習者、苦楽を分かち合
った同僚、そのほか使用した教材教具、外国語学習、海外体験、何かが決定的
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だったのではなく、それらのどれにも要因はあるのだろう。 
教師がどのように専門家としての力量を形成してきたのか、あるいは成長
してきたのか、それを探る自己探求型の研究として自伝的ナラティブ研究、ラ
イフ・ストーリー研究などがある（塚田 2005、飯野 2015、Heyle 2011）。教師
が経験してきたことの意味を探るため、それを記述するのである。一方、高松
はカウンセリングの立場から当事者性を重視し、研究者自身が過去の経験を
語り、その意味を再構築する手法としてライフストリー・レビューを推奨して
いる（高松 2015）。その応用例の一つとして音楽を使ったワークを紹介してい
るが、一つのテーマを選び、それをカギに語り（ナラティブ）、その語りをも
とに協力者と語り合い（ディスカッション）、経験の暑い記述すなわち経験の
意味を深めるという手法である。 
教師は自分の過去にどのように光を当てることができるのだろうか。目の
前の大学生と自分との距離は、どのように生じてきたのか、それをたどること
は可能なのだろうか。本稿はその試みとして「一冊の教科書」を手掛かりとし
て筆者自身のナラティブを記述し考察する。 
2．ナラティブ的探索 
2.１ 一冊の教科書 
多分、初めて出会った日本語の教科書は、『JAPANESE FOR TODAY あ
たらしい日本語』だったと思う。私が大学日本文学科卒業後に初めて就いた職
業は高校教師だった。どちらかというと得意な古典文学とちがって、現代国語
を科目として教えること、特に現代語文法に苦手意識があり、それを克服しよ
うと日本語教師養成講座に通うことにした。今考えればまったく筋違の選択
であった。国語と日本語教育の相違についての認識もほとんど持ち合わせて
いなかったのが、出発点の自分である。 
毎週通っていた日本語教師養成講座を、まるでお稽古事のように受け止め
ていた。はじめのうち、講義内容は大学時代に学んだ国語学に通じるものが多
かった。教授陣は大阪外国語大学（当時）の方々が中心で、面白く聞いていた
が、具体的な授業方法などについては、どうだったのだろう、ほとんど記憶が
ない。文化庁から出ていた『日本語教授法』シリーズが教材だったと思う。日
本語教師の資格として 420 時間という基準が決められる以前のプログラムだ
ったし、具体的に日本語教育の仕事というものは想像しがたかった（注１）。 
『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』という教科書は 2 年間
の講座のどこかで紹介された。分厚くてずいぶん立派な教科書だなあという
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印象と、値段の高さに驚かされた（注２）。講座の後半になると、教案作成などが
課せられるようになったが、使用したのは『JAPANESE FOR BEGINNERS 日
本語入門』で、これは『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の簡
易版、そこから文型と会話部分を抜粋し英語圏の学習者にとって学びやすい
内容に構成されたものである。 
これらの教科書が英文で書かれていることへの疑問は抱かなかった。外国
人に教えるには英語が必要で、直接法という言葉を講座の授業で聞いても、そ
れを具体的にどのように実施するのかは思い及ばなかった。日本語を教える、
すなわち英語を媒介語にして教えるというイメージは、初めて見た留学生へ
の日本語授業によって印象付けられたのかもしれない。その後ある大学で英
語圏から来ている留学生がこの教科書を使っているのを見学したが、彼らが
特に読解部分で苦労していることについても疑問を抱かなかった。語学の勉
強は知識習得中心であるという認識だった。 
2.2 日本語学校 
 高校教師を経て大学院に進学し、修士課程を終えるころ、高校教師か日本語
教師になるかを迷い、偶然紹介された日本語学校での採用面接に合格したこ
とで、日本語教育の道に進むことになった。この選択が結局は今日に至っている。 
日本語教師養成講座時代の友人が一足先に非常勤講師先が決まった時、
「『日本語の基礎』ならそのまま教えられる。」という発言をしているのを聞い
た。その時点で私は『日本語の基礎』という教科書を見たことも聞いたことも
なかった。この教科書は海外からの技術者研修で用いられた文型積み上げ式
のもので、のちに『新日本語の基礎』に改訂され、内容をより一般的な成人学
習者向けにして、現在最もポピュラーな教科書である『みんなの日本語』とな
っていく。私が日本語学校で教師としてスタートしたとき、この『日本語の基
礎』が教材だった。文型積み上げ式の各課構成を複数の教師（週３回の授業を
3 名で担当）による TT（チームティーチング）で行った。この教材を日本語
学校で 2 年間教えたことで、初級文型の構成が頭に入り、授業がこなせるよう
になったのは事実である。つまりここではじめて日本語教育の日本語を学び
なおしたといえる。 
一方、『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』が日本語教授のメ
インとなることは日本語学校では、なかったように記憶する。しかし、そのう
ちの一部分を読解教材として利用することはあった。なぜそうなったのか、駆
け出し教師の私には何の知識もなかったし教材決定についての発言権もなか
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ったが、先輩教師たちが講師控室で様々な教材の評価をしているのを耳にし
て、『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』は英語で著されている
ので非英語圏の学習者には向かない、ということを知った。 
日本語学校で日本語を学び進学を目指す学生はほとんどがアジアの国々出
身で、英語を媒介語とすることはなく、授業は直接法、そして教材は各国語の
副本がそろっている『日本語の基礎』が採用されたということになる。しかし、
文型積み上げ式学習には向いているものの、『日本語の基礎』は読解力養成に
は向かないという弱点があり、それを補強するために既出の教科書からの抜
粋や新聞などの生教材、そしてオリジナルの書下ろし教材などが必要になっ
た。『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』はその中のリソースの
一つとして用いられていたのである。 
 
2.3 大学の留学生 
全 30 課で構成される『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』だ
が、一課の内容は表１のように設計されている。 
表１『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』一課の構成 
 
日本語学校での専任講師の傍ら、私はある大学の非常勤講師になった。そこ
で用いられていたのが『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』だっ
た。 
日本語の授業は文型導入、会話練習をして本文の読み合わせ、そこから文型
や漢字のクイズ（小テスト）をする。まとめとして最後の「リーディング」の
読解。隣のページに英訳があるので、意味の説明というより文章の背景を多少
説明してディスカッションするという内容だったと思う。リーディングの内
容は日本の歴史、文化、社会に関するものをやや簡易な日本語で表しているが、
後半の課になるとは語彙が急に難しくなり学習者の中にはついてこられない
【１課の構成（12 ページ）】 
 和文（総ルビつき）による文型提示分（2 ページ）、新出語彙（脚注部分）
 本文のローマ字表記（1 ページ）、同じく英訳部分（1 ページ） 
 文法説明（2 ページ） 
 文型練習問題（２ページ） 
 会話とその英訳（2 ページ） 
 リーディング（１ページ）、同英訳（1 ページ） 
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者もいた。ただ、英語圏からの留学生でも既修者の場合は、原書を読みこなし、
パターン練習に対して嫌悪感を示す学生もいて、学習者の言語背景だけでは
ない多様性を実感した。英語が堪能な先輩教師に交じって、私は英語圏からの
留学生に対する初級の授業を、準備は教科書に沿って行い、文型の説明では英
語を用いた。＜教科書で教える＞のではなく＜教科書を教える＞のに腐心し
ていた。 
なぜ大学では『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』をメイン教
材に用いていたのか、今となっては関係者に聞く手立てもないが、多分、文型
導入、会話練習なら『日本語の基礎』でもいいようだが、大学でそれを用いる
発想はなかったのではないだろうか。大学では語学を仕込むというより、留学
生は教養として日本語を学び、大学教員は非常勤といえども、それを意識して
授業をするべきだという共通認識を講師間で持っていたように感じる。修士
号を取得していたため担当できた非常勤講師のポストだったが、当時の私は
まさに駆け出しで、とにかく割り当てられた部分を決められた時間にこなし
て次の教師にバトンタッチするので精いっぱいだった。 
 
2.4 「第 29 課 後悔」 
初級文型担当者としての日本語教師の自分を作ったのは間違いなく『日本
語の基礎』なのだが、本稿を記述する際、印象に残る教科書という問いに対し
て何の迷いもなく浮かんだのが『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本
語』で、その中の「第 29 課 後悔」という課が特に強く印象に残っている。 
第 29 課の学習項目は 
・ような（あじ/におい/かんじ/き）がします 
・ような（かたち/いろ/かお/かっこう）をしています 
・省略、縮約表現 
である。構造を修得するというより、オノマトペや心情表現などを学ぶ課で
ある。 
この課について、英語圏の学生とのやりとりは忘れた（あるいはこの課は、
私は担当しなかったのかもしれない）が、最も古い記憶は日本語学校の全日制
進学コースでのことである。専任となって文型導入だけではなくさまざまな
プログラムを担当する中、大学進学を目指す漢字圏の学生のための教育内容
を設計する仕事が私に与えられた。基本文型を習う教科書（『日本語の基礎Ⅰ』
『日本語の基礎Ⅱ』）の副教材として、『『JAPANESE FOR TODAY あたら
しい日本語』からいくつか抜粋した中に、「後悔」があった。 
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全日制コースで、私は海外で進学を目指すという若者の存在を初めて知っ
た。漢字圏（含、韓国）学習者の日本語習得のスピード、質の高さに驚かされ
ると同時に、日本語学習目的についても知らされた。彼らは自分の前途をかけ
て留学してきていた。当時はまだ海外渡航自由化の前だった（ということは後
ほど知った。当時はそういうことに気づきもしなかった）が、兵役を終え日本
の親類縁者を頼って渡航してきた若い韓国人男性も数名いた。 
「後悔」を読んだ時、「いいです」と、解釈するにはあまりに多くの意味を
含む表現で、ある韓国人男子学生がつぶやいた。初級段階の学習者にとって、
詳細な感想を述べることは難しい。その一言を、私はここに描かれた内容につ
いての共感と解釈した。つぶやきには深いため息と眼差しが伴っていたよう
に記憶している。専任教員として留学生と共に過ごす時間が増えるにつれ、
様々な思い入れが私の中に生じていき、踏み込んだ解釈をしていたのかもし
れない。あるいは、その後になって私の中で現れた解釈なのかもしれない。ス
ピーチの時間には「国の名誉にかけて勉強します」という発言があったが、当
時の韓国人学生が留学の決意を表すのに、それは決して大げさなものではな
かっただろう。 
2.5 海外の大学 
2.5.1 はじめての香港 
日本語教育を生涯の仕事としていくならば海外経験が必要なのではと考え、
政府プログラムに応募し、私は香港の大学に日本語教師として派遣された。文
學院日文系（文学部日本学科）は、官吏養成の背景を持つ伝統大学に設けられ
た日本研究学科だった。そこでは夏休み中に日本語集中コースがあり、
『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の中国語訳（大陸で出版さ
れたものが香港でも出回っていた）を主教材に用いていた。着任早々、教室か
らあふれんばかりに集まっているボランティア受講生（単位にはならないが
自主的に受講する学生）に出会った。伝統大学とはいえ、この教材を短期間に
学んでしまう学生の能力と意欲、そして熱気に驚かされた。 
基礎的な日本語学習は夏休みに終え、秋からの新学期には、古典を含む日本
文学、文化、経済に関連する原書を講読する。大学生は日本語を自由に操りた
いという実利的な考えと、伝統大学に見合う高度な知識人となることのはざ
まに揺れていた。大学生の社会的地位や役割、意味づけ、そして彼らの意識が
日本とは大きく異なっていた。そして時代は 1990 年を超えて、一気に実利性
を重んじる方向へと進んだ。 
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2.5.2 2 度目の香港 
2 年の赴任期間を終えていったん帰国した後に再度別の香港の大学に雇用
され、私は新しい職場で経営学専攻学生の日本語教育を担当した。香港の経営
学専攻・日本語副専攻の大学生、専攻分野と並行して日本語という外国語を副
専攻というのは学生にとってかなり負担が大きかったと思うが、そのコース
設計をしたのは日本語を学んだことのない英語圏の教員だったと聞いた。実
は、副専攻の選択肢は普通話（北京語）か日本語、というプログラム設計だっ
たのだ。廣東語が第一言語の香港人とはいえ、副専攻で普通話（北京語）を学
ぶのも日本語を学ぶのも同じようなものだととらえられている点にちぐはぐ
さを感じながらも、外国語学習の目標設定が明確で、授業シラバスの提示、プ
ログラム評価の実施など、日本語教育を大学の科目として提供する社会的責
任を実感した。 
香港の学生は、自己に対する要求水準が高いが、教員に対してもそれは同様
である。教員の授業評価は出席率や授業アンケートに即座に現れ、意味のある
授業をすべきだと常に突き付けられた。彼らにとって意味のある日本語とは
何か、それを考えざるを得なかったのである。 
正直なところ着任時には大学教員という自覚はなかったかもしれない。日
本語教師として生計を立てていけるポストは日本国内にそうはない中、海外
での日本語教育を推進するという流れがあって、海外派遣日本語教育専門家
というものが生まれ存在していった（注３）。あくまでも語学教師なのだが、海外
のある場所には日本語教育を担う人材へのニーズが生まれており、そのポス
トが大学にあった、という偶然に過ぎない。しかし、立場が人を作るという表
現があるように、その大学で初めて教育、研究、学内行政の三つの仕事が必要
なのだということを知り、自分にそれが要求されているという事実を前に、大
学教員として何をすべきかを考えるようになった。 
所属していた学科は Applied Linguistics（応用言語学）学科で、学内の書店
には外国語教育、言語習得理論、教師教育などの英文書籍が平積みで販売され
ていたし、何より著名な英語教育研究者が同大学あるいは香港内の他大学に
何人も在籍しており、研究が奨励というより必然であるという環境でもあっ
た。また当時、香港の大学教育界には様々な教員支援（Staff Development）
プログラムがあり、完璧ではないにしろ研究支援体制は整っていた。要は、教
員自身が自分のキャリアをどのように築いていくかということを自主的に進
めていくこと、それは自明の理であり、社会全体にも受入らえることだったよ
うに思われる。もう一つ、経営学専攻学生の卒論研究には、ニーズアナリシス、
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全日制コースで、私は海外で進学を目指すという若者の存在を初めて知っ
た。漢字圏（含、韓国）学習者の日本語習得のスピード、質の高さに驚かされ
ると同時に、日本語学習目的についても知らされた。彼らは自分の前途をかけ
て留学してきていた。当時はまだ海外渡航自由化の前だった（ということは後
ほど知った。当時はそういうことに気づきもしなかった）が、兵役を終え日本
の親類縁者を頼って渡航してきた若い韓国人男性も数名いた。 
「後悔」を読んだ時、「いいです」と、解釈するにはあまりに多くの意味を
含む表現で、ある韓国人男子学生がつぶやいた。初級段階の学習者にとって、
詳細な感想を述べることは難しい。その一言を、私はここに描かれた内容につ
いての共感と解釈した。つぶやきには深いため息と眼差しが伴っていたよう
に記憶している。専任教員として留学生と共に過ごす時間が増えるにつれ、
様々な思い入れが私の中に生じていき、踏み込んだ解釈をしていたのかもし
れない。あるいは、その後になって私の中で現れた解釈なのかもしれない。ス
ピーチの時間には「国の名誉にかけて勉強します」という発言があったが、当
時の韓国人学生が留学の決意を表すのに、それは決して大げさなものではな
かっただろう。 
2.5 海外の大学 
2.5.1 はじめての香港 
日本語教育を生涯の仕事としていくならば海外経験が必要なのではと考え、
政府プログラムに応募し、私は香港の大学に日本語教師として派遣された。文
學院日文系（文学部日本学科）は、官吏養成の背景を持つ伝統大学に設けられ
た日本研究学科だった。そこでは夏休み中に日本語集中コースがあり、
『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の中国語訳（大陸で出版さ
れたものが香港でも出回っていた）を主教材に用いていた。着任早々、教室か
らあふれんばかりに集まっているボランティア受講生（単位にはならないが
自主的に受講する学生）に出会った。伝統大学とはいえ、この教材を短期間に
学んでしまう学生の能力と意欲、そして熱気に驚かされた。 
基礎的な日本語学習は夏休みに終え、秋からの新学期には、古典を含む日本
文学、文化、経済に関連する原書を講読する。大学生は日本語を自由に操りた
いという実利的な考えと、伝統大学に見合う高度な知識人となることのはざ
まに揺れていた。大学生の社会的地位や役割、意味づけ、そして彼らの意識が
日本とは大きく異なっていた。そして時代は 1990 年を超えて、一気に実利性
を重んじる方向へと進んだ。 
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PDC サイクルなど、言語教育のコースデザインの用語につながる表現がいく
つもあり、教育に対して現代社会が求めるものについて考えざるを得なかった。 
このような環境の中で、私は＜ネイティブの日本語教師として大学で働く＞
という立場から、地元（実際は世界各地からの）同僚と同じように、<大学教
員として大学で働く＞へとシフトした。ただ環境はそうであっても、自分がど
のように研究していくかは手探りだった。幸い当時、香港・マカオ地区の日本
語教育界でも研究活動を盛んにしていく機運があり、その実行委員の一人と
して声をかけてもらえるようにもなっていった。1990 年代という時代と香港
という場所のおかげである。 
さて、日本語の授業では文型導入に主教材として『商用日文Ⅱ；本書原名『日
本語でビジネス 初級編：生活とビジネス』を、副教材に『JAPANESE FOR 
TODAY あたらしい日本語』を用いていた。実利性第一の彼らであるが、「第
29 課 後悔」の授業では、若者の悩みを告白するような例文を作る学生がい
た。教材について廣東語でクラスメートとささやきあい、「わかります」とつ
ぶやいていた。言葉の形式よりも内容に心を動かされる彼らの素顔を見たよ
うな気がした。 
 
2.6 専門日本語教育 
1997 年に帰国後、日本語教育研修機関で専門的職業を持つ成人対応のプロ
グラムで日本語教育を担当した。そこに集う各国外交官・公務員のコースデザ
インは試行錯誤の連続だった。その中に、公務員研修に参加していたあるヨー
ロッパ人研修生がいた。彼の目標は半年で常用漢字をすべてマスターするこ
とだった。何かにとりつかれたように、その目標と公務員としての使命を派遣
期間中に果たそうともがいていた様子が、はた目にも痛いほど伝わってきた。
日本語の授業では職業に資する技能や内容を意識的にとりいれていた。 
副教材として「後悔」も用いたが、その授業を進めるうち、教室は静まり返
り、そして彼がつぶやいたのが「わかります」その一言だった。教材のなかで
告白する人物像が彼の何かに共感を生んだのだろうか。社会人となって国か
ら派遣されて外国語を学ぶ、学ばなければならない重圧と、彼自身の生真面目
さも合わさって自分への要求が高まる中、彼は「後悔」の主人公にどんな姿を
見ていたのだろう。 
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2.7 教室の空気感 
 教師としての駆け出し時代、その後いくつかの職場に移動し、様々なニーズ
と出会い、その都度異なる学習者に対してコースデザインし、様々な教科書を
用いてきたのだが、なぜ『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の
この課だけが今も印象に残っているのだろうか。 
その理由に思いめぐらせてみると、この課を勉強していたいくつかの教室
の空気のようなものがよみがえる。教室の空気を生んでいたのは、学習者の吐
息だった気がする。読み終えた後の彼らの表情とそこから漏れる息遣いがう
かんでくる。 
本文を読み返すと、「後悔」に描かれた人物像は決してスーパーマンでも英
雄的な存在でもない（表２）。何かがうまくいかず、友人との人間関係を壊してし
まうような言動を取り、持っていき場のない気持ちを紛らわすため酒に走る。
その自分を振り返り、そこから立ち直ろうとするどこにでもいるありふれた
男性像である。虚無感、捨て鉢な弱い自分、人間としての心情が共有できる、
しかも日本語表現によって、ということになる。 
「後悔」に描かれたストーリーを読むうち、背景や立場、そして個人の状況
はみな異なるが、日本語の授業という架空の状況から遊離して、学習者はまる
で素の自分にもどるような眼差し、ため息、空気、に包まれるのである。この
課で学ぶ項目は「～のような気がする」という文型である。パターンドリルで
形式を身に着けることが語学を学ぶ方法であると捉え実践するなかで本文と
出会い、虚を突かれたようにつぶやきを漏らす。 
 
一冊の教科書というテーマで思い出した『JAPANESE FOR TODAY あ
たらしい日本語』だが、思い出のほとんどは「第 29 課 後悔」にある。職場
が変わり、学習者が違っても、なぜ私は副教材としてこの課を用いてきたのだ
ろうか。 
彼らと共有した教室の空気感、私はいつしかそれを喪失したような気がする。 
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表２ 第 29 課「後悔」本文
第 29 課 後悔 
① 外は 雨が 降っているようです。ときおり 風が 吹いて 雨が
パラパラと まどを 打ちます。わたしは さきほどから ぼんやりして
います。たばこの けむりが 一すじ 立ち上っていきます。 わたしは
さきほどから じいっと それを ながめています。 ときおり まどを
打つ 風の 音に はっと われに 帰ります。 
② あなたは どうして いるだろう・・・。 この間は どうして あの
ような 別れ方をしてしまったのだろう・・・。 今に なって あなたの
気持ちが いたいほど よくわかります。  
③ あなたは ほんとうに 悲しそうな 目を していました。 あなた
は 今にも なき出しそうな 顔を していました。 そして くるりと
背を 向けて、 さようならも 言わずに 走り去ってしまいました。 
④ わたしは 今 その ときの あなたの うしろ姿を 思い浮かべて
います。 それはとても さびしそうな 感じがしました。 そのとき わ
たしは たいせつな ものを 失って しまったと いう 気が しました。
⑤ わたしは ほんとうに どうかしていたのです。 仕事が うまく
いかず、 毎日 いらいらしていたのです。 自信も まったく なくな
っていました。 あなたの 真剣な はげましや なぐさめも わずらわ
しく 感じるだけでした。 やけに なって 飲んだ お酒も ただ 苦
い 後悔の 味が するだけでした。 
⑥ けさ 起きて 鏡を 見たら 自分でも おどろく ほど すさんだ
顔に なっていました。  
これでは 私は だめです。 今 心から 立ち直りたいと 思います。
たぶん、 あすは 旅先です。 旅は きっと 私を なぐさめて くれ
るでしょう。 心身とも 元気に なって あなたを たずねます。  
それでは、 また 会う 日まで。（P.346-347） 
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３．教材の背景 
 玉村によると『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の前身とな
ったのが、大阪外国語大学留学生別科（当時）で 1968 年から初級用のメイン
テキストとして開発された『Basic Japanese 1.2』『Intermediate Japanese』
を基礎として市販できる教材として新たに執筆編集されたものということで
ある（玉村、1986）。使用者層は一般社会人を想定しつつも大学の留学生にも
使用できるものとし、また自習用教材という性格付けが明確になされていた
というが、作成意図は下記のようにそのほか細部にわたっている。 
全編を 30 課編成にすること、初級日本語の基本文型の最小限の事項を盛
り込み、教授事項の量的抑制を図ること、提示分等の日本語については、
不自然な表現をさけ、現代の平明でこなれた表現を選ぶこと、一般成人の
学習意欲をそぐような内容をさけ、成人の関心事項を重点にして、日本と
日本語に対する認識を高め、関心を強めるように配慮することなど（中略）
会話部分では、思い切って新しい表現、くだけた表現、省略表現などを積
極的に取り入れること（P.92） 
 これを見ると、この教科書が国費留学生に対する日本語教育を受け持つ中
で、開発されてきた教材であることがわかる。そのため、様々な分野の研究者
が身につけるべき基本的な教養を提供することと、今でいえばコミュニケー
ションを駆使できるように、人工的でない表現力を育成する意図があったこ
とがわかる。 
また、本教科書を用いる教師に対しては、「教授者は本書ヲ教えるのではな
く、本書ニヨッテ教えることが求められるだろう」とあり、教科書に終始せず
そこから学習者に合わせた授業内容を展開する力量を持つことが期待されて
いる（P91）。 
 一方、教科書『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の問題点と
しては、「英語話者を対象とした、成人学習者向き日本語入門書としての評価
はできるものの、内容密度が、特に文法とリーディングの部分において高いた
め、自習者は文法事項の反復練習とリーディング部分の理解に時間をかける
必要がある。」としている。英語圏出身でなくても＜英語がわかる人材＞が国
費留学生であり、彼らを学習者の中心的存在と想定して作成されたことがそ
の理由だろう。 
『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』が出版されたのは 1976
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年であるが、中曽根内閣によるいわゆる「留学生 10 万人計画」が取りざたさ
れたのが 1983 年、日本語能力試験の開始が 1984 年である。10 万人計画以前
は、国費留学生を中心に 1 万人に満たなかったが、留学生を受け入れていた各
大学や私費留学生の学ぶ日本語学校では、それぞれの学生に合わせた教科書
教材が開発されていた（吉岡、2008）。『JAPANESE FOR TODAY あたらし
い日本語』もその個性ある教科書の一つといる。その後 30 年余りの間に 10 万
人計画を達成し、今や 30 万人計画へと突き進んでいる。その間、まさに百花
繚乱のごとくに多くの教科書教材が生まれてきたが、教師はそれらとどのよ
うに付き合ってきたのだろうか。 
 教師と教科書に関して、斎藤は良い教材とは何かを論じる中で、「教科書が
出現したことによってもう一つの現象が生じた。それは教師が 2 種類にわか
れて、教科書を書く人と教科書を使う人になってしまったことである。」と述
べている（斎藤 1986P.1）。この定義には、おそらく＜教科書を書く＞という行
為に教師を育てる要素があり、＜教科書を使う人＞の方にはそれがないとい
う含意があるのかもしれない。教師が育っていく（成長あるいは力量形成とも
いえる）過程で教科書が果たす役割は大きい。教科書は教師を育てる一つの要
素でもある。その中で、＜教科書を使う人＞という概念は、さらに教科書とい
う枠の中でそれを教える人＜教科書の中で教科書を使う人＞と、＜教える中
で教科書を使う人＞に分かれることも考えられよう。 
  
４．考察 
4.1 教師研究としての「経験の厚い記述」 
 2000 年代に入り日本語教育をとりまく環境は変化に次ぐ変化に見舞われ、
2019 年 6 月には「日本語教育の推進に関する法律（令和元年法律第 48 号）」
が公布，施行された。公的な職業あるいは立場として日本語教師あるいは日本
語教育が認知されようとする中で、教師教育に携わる立場から、後進に対して
どのような教師教育をするべきなのか、筆者の悩みは尽きない。教師教育の内
容や手法を考える際、実際この 30 年来日本語教育の発展を歴史的事実として
だけではなく、そこで様々な経験をしてきた教師そのものに焦点を当て、その
知見を考察の素材にして研究していくこと必要性である。 
日本語教育に関わらず、教師の職業的なライフ・ストーリーが注目される中、
自分ならそれをどのように書くことができるのか、正直なところ何から手を
付けてよいのかよくわからなかった。関心はあっても、長い教師人生をどのよ
うに時間的にたどっていけるか、どこかに好例はないか、自分の外にそれを求
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めていた。 
発想転換のきっかけになったのは、高松里の「ライフストーリ・レビュー」
という概念と活動との出会いである。高松は、「その人が従来から持っている
ことばにできない状況」、経験したことが自分の中でその意味が解けないまま
存在しているものを「異文化」とよび、その意味を解くための活動を「ライフ
ストリー・レビュー」と定義づけている。そこで重視されるのが「当事者性」
である。何かを解決できない問題を抱える人の治療ではなく、研究者を含むあ
らゆる人みなが当事者であり、心にある過去の経験を問い語らうことで、意味
を再構築する手法である（高松、2015 前掲書）。 
 その背景にあるのは、社会的構成主義であり、人が言語化を行うには他者が
必要であり、言葉とはだれかに向けた言葉であるとしている。 
 
ライフストーリー・レビューの目的は、ある記憶についての「記述を厚く
する」ことにあります。（中略）単に何が起きたのかという事実のみではな
く出来事の前後に何が起きたのか、文化や社会との関係はどうか、その出来
事が人生に与えた影響は何なのか、という「物語」や「意味づけ」といった
「文脈」を伴ったものです（p24）。 
   
 高松は、語りで重視されるものを「ストーリー化機能」と呼び、「ディスカ
ッション」で重視されるものを「意味生成機能」と呼んでいる。パート１は「語
り、ナラティブ」で、パート２は「ディスカッション」になる。そのいずれも
で重要なのは聴き手の存在である。 
経験を語り、意味を深めるためには、聴き手側の経験や考え方が大きく影響
する。ライフストーリは、他者を必要とするのである。 
 
 ふと「教科書」をテーマにしてはどうかと思い、書き始めてみたのが本稿で
ある。これまで教えたすべての教科書・教材ではなく、駆け出し時代の教科書
だけに焦点を当てるが、その際一番に頭に浮かんだのが、実際には最も頻繁に
使った文型導入式の『日本語の基礎』や『みんなの日本語』ではなく、
『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』の第 29 課「後悔」であっ
た。その理由はわからない。しかし、書き進めるうちに思いがけず多くの記憶
がよみがえってきた。それは多層的であり、断片的であり、相関的でもあった。
それらを何とか読み手にわかってもらえるようにと、できるだけ時系列を追
って、矛盾のないように、文脈を描きながら記述していくことは容易ではなか
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ったが、苦痛でもなかった。 
 この経験によっていくつかの考察のポイントが明らかになった。まず、「教
科書について語る（書く）」ということが可能だ、ということである。一つの
テーマについて語ることは、決して断片的ではなく、文脈があり、読み手とし
ての他者を想定したうえで記述することになる。ライフ・ストーリ―として包
括的に調査協力者の人生を聞き取るということではなくて、言語教育に関す
るテーマを取り上げ、それにまつわる経験を語る（書く）ことにつながる。 
社会構成主義によれば、自己は単独で存在する実態ではなく、他者や文化的
背景と絶え間なく相互作用を起こしながら、その都度再生されるものだと考
えるとあるが、本稿での自己語りにどのような「他者」が居るのだろうか。 
 
4.2 語られた内容 
4.2.1「教科書」そのものの分析との相違点 
教科書や教材分析のために、日本語教育の内容、教授法、などの視点から分
析し、またその変遷をたどることは重要である。その際、取り上げた教材の特
色について、製作者の意図が記述されることはあるが、使用者側からの視点を
経験として語られることは少ない。それがいい教材かどうか、たとえば文型導
入がうまくいく、漢字学習に適している、という視点ではなくて、その教材を
用いることでどのような教師になってきたかを描くことができるかどうか、
その試みが本稿である。「教科書」を手掛かりに教師としての歩みを語りつつ、
それをとりまく状況（人、場所、時代）を描くことにもつながる、ということ
を体験した。 
 
4.2.2 出会った人々 
 語りの中では、「日本語教育が行われていた場所（日本語学校、国内大学、
海外の大学など）」と「その状況（学習者の多様化、海外における日本語教育
の需要、現地の教育制度など）」や「時代背景（円高、留学生政策、海外への
日本語教師派遣など）」が描かれている。テーマとなる教科書を使っていた教
室を描こうとすると、必然的にそこにいた学習者のことを語ることになる。彼
らの属性を記述するだけでなく、さらに日本語の授業という空間と時間を彼
らと共有したという経験によって、語り手に何が伝わったのか、語り手は何を
考えたのかを語ることにつながっていく。記憶はより深くさかのぼることに
なる。 
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4.3 語り方 
 ひとたび「教科書」について書こうと決めてから、記述していくことは苦
にはならなかった。しかし、書きながら自分が情報を取捨選択していること
に気づかされた。人に嫌なことを聞かれて語るのではなく、自分で好きなこ
とを語るのだから、饒舌になるだけでなく冗長になっているのではないか、
経験を美化しているのではないかなど、自己判断への後ろめたさを感じるこ
ともあった。誰に語るのか、何のために語るのか、ということを意識せざる
を得ない。経験を語る、経験を描くことの難しさは、その中に自分の判断、
評価が入る（注４）ことである。自伝的な記述をすることは、「語り」が無色では
ないことを再確認することにつながる。 
 もう一点、書きながら考えたことは「文体」である。ライフストーリ―研究
では、そもそも語り手の発言を録音し、テープ起こししたテキストが用いられ、
沈黙や言いよどみも含めたすべてが分析対象になる。またその聴き手の存在
が研究を左右するカギにもなっている。しかし、自伝的な記述では、何度も推
敲するため、いわゆる破綻はなく、まとまったものになりがちである。ナラテ
ィブを＜である調＞ではなく、＜です、ます調＞の口語文体で書いていくこと
も頭をかすめた。ライフストーリ―であるなら、語り手によっては方言をもち
いることもあるだろう。結局、何が正しい形かは即座に判断できず、本稿の形
で書き終えた。 
 
4.4 当事者研究としての可能性 
 Hayler は、1986 年よりカナダにおいて Clandinin and Connely らが教師教
育にナラティブや物語を用いることに焦点を当ててきた教育実践を示したう
えで、「経験を語り、再構築することによって過去の経験の意味付けが行われ、
それによって教師自身が教育現場や自身のおかれた文脈を理解し、そこから
実践家としての力量が形成されていく。その中心に「語り」がなければならな
い」という（Hayler 2011）。 
一方、前述の高松によると、「自分の中の当事者生については、繰り返し言
語化を行い、ある程度客観的にみる必要がありますが、臨床家自身の経験を意
識化し言語化するためには、ライフストーリー・レビューが有効な手段になる」
という（高松 2015、前掲書）。 
教師が自身の経験を研究対象にしていくことの難しさは認めつつも、そこ
に光を当てなければ、教師の実践知を明らかにすることはできないのではな
いだろうか。そこで重要なのは「他者」の存在になるだろう。本稿ではナラテ
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ィブとして自己語りを試みた。記述による振り返りであってもそこに「他者」
の存在があることは確認できた。しかし、そこをさらに明確にした研究設計が
必要になるだろう。協働研究者、語り手に対する聴き手、先輩に対する後輩、
ベテランに対する新人、など、検討すべき課題である。 
5. まとめ
 本稿では、「一冊の教科書」を手掛かりにして、筆者の経験をナラティブの
形で描き、その意味を深めることによって、教師の実践知、教師の成長につい
て考察した。経験を語る、経験を描くことにより、重層的に継起したままでそ
の意味を問うことのなかった過去に光を当てることが可能であることが実感
できた。 
学習者個人にとって言語学習経験の意味を問う研究に「言語学習史（LLH）」
「言語使用史（LUH）」（Deacon 2005、Benson 2005）などがあるが、教師に
とって言語を教えるという経験にどのような意味があるのかという視点から
の研究への可能性も開かれている。 
 教育現場に現れ続ける多くの情報や理論を真摯に取り入れることの重要性
は否定できないが、教師の経験にある意味付けを行うことで、後進に対して何
を伝えなければならないのか、先輩の教師として支援できることは何なのか、
それを考える手法として、自伝的研究（物語としてのナラティブ、ライフスト
ーリ、ライフストーリ―レビュー等）に意義が見いだせる。 
個人的な実践的知識は、過去の経験、現在の心、将来の行動に横たわってい
る（Hayle 2011）。 
【注】 
注 1： 現在、留学生に対する日本語教育を行う法務省告示日本語教育機関に
おける日本語教員の要件として以下の 3 点が示されているが、この主
な枠組みは平成 12 年（2000）年『日本語教育のための教員養成につい
て』日本語教育の養成に関する調査研究協力者会議による。 
①大学または大学院において日本語教育に関する過程を履修して修了
した者
②日本語教育能力検定（日本日本国際教育支援協会）合格した者
③学士の学位を有し、かつ、日本語教育に関する研修として適当と認め
らえるものを 420 時間以上受講し、修了した者
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注 2： 1990 年第５刷『JAPANESE FOR TODAY あたらしい日本語』は、
ハードカバーで 399 ページ、定価 3,600 円となっている。 
注 3： 1972 年、国際交流基金が設立、日本語教育専門家派遣など海外での日
本語普及がその業務の柱の一つになっている。https://www.jpf.go.jp/j/
（2020.01.11） 
注 4： 桜井は、話者が挟む評価について、「フレーム内の語りを＜物語世界＞、
フレーム外の評価や態度を表す語りを＜ストーリー領域＞と呼んで区
別し、前者は出来事が筋によって構成される語りであるのに対して、後
者はメタ・コミュニケーションの次元で語り手と聞き手（インタビュア
ー/読者）の社会的関係を表している（中略）この二つの位相を合わせ
た全体がライフストーリ―なのである。」としている（桜井・小林
2005.P43）。 
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